
【次回予告】
心不全再入院予防の新しい挑戦

この記事をお送りしているのは・・・
茅野市地域活性化起業人 DX広報担当 
池上(いけがみ)  豊平出身
・民間企業から、月の半分市役所2Fにきています。
  お気軽にお越しください。
・出張版 茅野市デジタル取組説明会承ります。

DX推進課運営のWEBサイト
茅野市どっとネットはコチラから

問 ：DX推進課　地域DX推進係
Tel：0266-72-2101（内線244・245）～茅野市のデジタルコラム～

ちのでじ ～Vol.8～

デジタルさん アナログさん
正確！ 効率！

安定！
温かみ 感情

直感

そもそもデジタルってなんだろう？ デジタル化しようとしてるそれ、
本当にデジタルがいいの？

「DXとか言われても、そもそもデジタルがなにかが分
からない。」そんな声が多くあったので、今回は「デジ
タルとは何か」をざっくり紹介します！

みなさんは「デジタル」と聞くと、なにやらすごく複
雑な機械を想像するのではないでしょうか？
でも実は本質は至ってシンプル。たった2つの数字、
「0（ゼロ）と1（イチ）」の組み合わせで、文字をはじ
めあらゆる情報を表現しているだけ。たくさんの情
報を正確に、速く、遠くまで伝えるのが得意です。
一方、デジタルの反対はアナログ。こちらは0と1だ
けでは表現できない微妙な”ゆらぎ”を表現できる
ので、人の手の温もりや、五感で感じる微妙なニュア
ンスを伝えるのが得意です。

さて、デジタルが0と1の世界だと分かったところで
すが、「何でもかんでもデジタルにすればいいの？」
というと、そうとも限りません。
例えば計算したり、情報をまとめて分析するのはデ
ジタルが適しているけど、手書きのメッセージや直
接会って話す時の温かさは、アナログならではの良
さですよね。
大切なのは、デジタルをどう使うかではなく「なぜ
デジタルを使うか」なのです。

ちなみに、デジタルについて分かりやすく知るには、
「情報通信白書 for Kids」がおすすめです！こちら
は総務省が子どもにも分かる表現でデジタル用語を
解説していますので、ぜひご覧くださいね！

活動内容
平時は「防災講演会」や「防災ブース出展」と消防職員様、消防団員様、

自主防災組織に所属する方々向けに 「倒壊建物救助訓練」 や 「チェー

ンソー/重機訓練会」などを実施しています。

発災時は専門技術をもちいて災害救援活動にあたります。

大規模災害は準備が重要！
「自助」「共助」「公助」が連携して多くの人命が救える
大災害発生時、消防など公的な助けである 「公助」 だけでは限界があ

ります。そこで非常に重要になってくるのが、ご近所同士の助け合い

「共助」 です。プロの公助と、バールやジャッキなど身近な道具と知恵

をもちいて救助する共助が連携することで、より多くの命を救えます。

いざという時、落ち着いて行動し、的確な救助ができるかは、普段か

らの訓練経験が大きく左右します。あなたと大切な人の命を守る力を

身につけましょう。

DRT-JAPAN長野は、各地の災害支援活動や関係機関から得た情報

をもとに講演会や訓練会を行っています。

〜市民活動を紹介します〜

であう　つながる

ひと・こと・ばしょ

vol.41

DRT-JAPAN長野

市民活動については市民活動センター 『ゆいわーく茅野』（☎75-0633）へお問い合わせください。

ゆいわーくゆいわーく茅野茅野

プロから初めて学ぶ方まで幅広く対応いたし
ます！

興味のある方は、気軽にご連絡ください！
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を予定しています。

  カーリング教室 参加者募集中！  司法書士・税理士による「相続・贈与・
成年後見ワンストップ無料相談会」

  「世界糖尿病デー」 イベントの開催

  シルバー人材センター入会説明会

▲	日時/11月30日㈰

	 【集合時間】9時30分～

	 【教室開始】10時～正午

▲	場所/カーリングホールみよた

	 住所：	北佐久郡御代田町草越1173-

1735

	 電話：☎0267-32-0019

▲	内容/本物のカーリングストーンで

カーリング体験

▲	費用/高校生以上2,000円

	 小中学生700円（道具費用込み）

	 未就学児童無料

▲	持ち物/上履き、手袋、帽子（自転車

用ヘルメットが最良）

▲	その他/現地集合、現地解散

▲	申込・問/茅野市カーリング協会

	 会長　宮坂貞博

	 ☎090-3148-0568

	 副会長　福田孝秀

	 ☎090-3063-2977

	 事務局　バブン珈琲店		

	 ☎0266-72-0888

▲	日時/11月19日㈬

	 13時30分～16時30分

▲	場所/下諏訪商工会議所会館

	 （受付：2階）

▲	料金/無料

▲	相談例/

	 ・	生前に土地を整理しておきたい。ど

のような方法をとったらよいか。

	 ・	生前贈与と相続税について大きな

改正があったと聞いたがどう変わっ

たのか。

	 ・	相続登記の申請が義務化されてど

う変わったのか。

	 ・	子どもがいない場合、誰が相続人にな

るのか。遺言を作った方がよいのか。

	 ・	子どもたちが不動産を相続したくな

いと言っている。

	 ・	相続人の中に認知症の人がいるが、

遺産分割協議をするにはどうすれ

ばよいのか。

	 ・	親である自分が亡くなった後、障が

いをもつ子どもが心配。

▲	申込方法/10月22日㈬9時～11

月18日㈫16時までに、長野県司法

書士会ホームページの予約フォーム

（QRコード）または、下記問

合せ先まで電話でお申し込

みください。

▲	申込・問/長野県司法書士会事務局

☎026-232-7492

		 （9時～16時	※土日祝日を除く）

▲	日時/11月14日㈮11時～15時

▲	場所/諏訪赤十字病院

▲	内容/

	 	『11月14日は 「世界糖尿病デー」 ～

検査の意味を知り、自分の治療目標

を立てよう～』

●血糖・血圧測定

	 時間：11時～

	 会場：2階研修センター

●適正カロリーメニューの販売

	 時間：11時～

	 会場：2階クロスカフェ

●医師・検査技師による講義

	 時間：13時～

	 会場：2階研修コーナー

【講義内容】

	 ・「糖尿病の治療目標に関して」

	 	 講師：	糖尿病内分泌内科医師

	 	 　　				小川幸希先生

	 ・「糖尿病と検査のお話」

	 	 講師：検体検査課主任

	 	 　　				桑原貴弘先生

	 ●	メディカルスタッフによる相談コー

ナー

	 ●試供品・パンフレットの配布

	 	 時間：14時～

	 	 会場：2階研修コーナー

▲	その他/ブルーサークルのライトアッ

プも行われます。

	 期間：11月7日㈮～16日㈰の予定

	 参加費：無料

	 申込：不要

	 	その他：参加される方は、不織布マス

クの着用をお願いします。また、体調

不良がある方は参加できません。

▲	問/諏訪赤十字病院	薬剤部

	 榊間　☎0266-52-6111

▲	日時/１１月１９日㈬　１４時～

▲	場所/茅野広域シルバー人材センター

▲	申込方法/事前に電話でお申し込みく

ださい。

▲	問/茅野広域シルバー人材センター

	 ☎73-0224

市民掲示板へ掲載する情報を
募集しています。

市民の方からのイベントや講座などの告

知掲示板としてご利用ください。

●申し込みは団体・グループで

●企業・事務所の申込は不可 

● 原稿提出締め切りは前々月の10日

1月号に掲載希望の場合

は11月10日まで掲載

ルールをご確認いただ

き、お申し込みください。

問　地域創生課　広報係

　　	☎72-2101（内線235）

＼ /申し込みはこちら
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